SURGICAL REPORT

Patient's name: 

Diagnosis for surgery: 右膝後十字靭帯性裂離骨折
Surgical procedure: 関節内骨折観血的手術
Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist: Dr.

Method of anesthesia: 

Duration of surgery: h min

Blood loss:


Blood transfusion: g

Transfusion: ml


Amount of urination: g

Surgical finding and process:

　全身麻酔下に患者を腹臥位として透視下に関節裂隙の位置を確認した。右下肢をアルコールガーゼで清拭後、イソジンで消毒した。Esmarchで駆血してからair tourniquetの圧を280mmHgに維持して手術を開始した。関節裂隙の高位より一横指中枢側から始まり、腓腹筋内側頭に沿って約5cmの皮切を加えた。皮下を鈍的に剥離して膝窩筋膜を展開した。筋膜上で脂肪層を剥離して膝窩部を観察した。小伏在静脈と内側腓腹神経がないことを確認してから筋膜を切離した。半膜様筋と腓腹筋内側頭の間を用手的に剥離して膝関節後面に到達した。膝関節を屈曲して腓腹筋内側頭と関節包・脛骨後顆を用手的に剥離した。23G針で関節裂隙の高位を確認した。2.4 K wireを脛骨後顆中央やや外側に2本刺入して腓腹筋内側頭を避けた。脛骨後果部に血腫を認めたので電気メスを用いてその部位の膝窩筋および関節包に約3cmの縦切開を加えた。骨折部を展開すると約5mmの転位を認めた。膝伸展位で単鋭鈎を用いてPCLを後方に引き出して裂離骨片を整復し、2.0mm K wireを刺入して仮固定した。穴開き2.4 K wireを脛骨前外方まで刺入した。これと平行にもう一本の穴開き K wireを刺入した。2本の穴開き K wire間を尖刃で切離して脛骨前外面を展開した。後方の穴に0.9mm suture wireをループ状にして通した。穴開き K wireを脛骨前方から引き出すことで脛骨前方に0.9mm suture wireを引き抜いた。緊張を掛けてから脛骨前外方で0.8mm suture wireを締結した。直視下および透視下に骨折部が整復されたことを確認した。創部を生食1000mlで洗浄した。筋膜を2-0 バイクリルプラスで、皮下を2-0、3-0バイクリルプラスで、皮膚をステープラー-で閉創して手術を終了した。

ガーゼカウントを確認した。術後単純X線像で骨折部の整復位が良好であることと異物の残存がないことを確認した。麻酔からの覚醒が良好で、四肢の運動、感覚に異常がないことを確認して手術室を退室した。
